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（44年2月末現在）

人　口　28，397
男　14，096
女　14，301

世帯数、6，696
前月との比較
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毎月1回各家庭に配布

卓球教室受講生
初心者大歓迎……親切に指導します。
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新
し
い
『
町
づ
く
り
』
に
踏
み
出
す

44年度予算決まる

学
校
・
道
路
・
施
設
な
ど
に

重
点
的
　
に
投
資

す
。地

方
税
、
地
方
交
付
税
が
才
人
総
額

に
占
め
る
割
合
は
4
0
・
7
％
で
す
。

依
存
財
源
で
あ
り
ま
す
、
国
県
支
出

金
地
方
債
の
構
成
比
は
5
1
・
1
％
で
国

な
ど
へ
の
依
存
度
を
強
め
て
い
ま
す
。

《
才
出
》

投
資
的
経
費

6
4
・
1
％
を
し
め
る

才
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保
育
所
増

設
な
ど
に
伴
う
人
員
増
な
ど
に
よ
り
、

人
件
頚
は
前
年
度
比
1
2
・
2
％
増
で
、

才
出
総
額
に
対
す
る
構
成
比
は
2
0
・
3

％
で
す
。
一
般
行
政
費
は
ュ
2
・
5
％
、

投
資
的
経
費
6
4
・
1
％
で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
予
算
に
み
る
こ
と
が
で
き
る

重
点
施
策
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

・
富
田
改
艮
住
宅
建
投
事
業

・
水
巻
中
学
校
騒
音
防
止
対
策
事
業

・
炭
鉱
離
職
者
緊
急
就
労
対
策
事
業

・
伊
佐
埜
口
田
線
用
地
買
収

・
宮
田
的
田
地
区
道
路
用
地
買
収

・
吉
田
二
塚
線
・
頃
未
二
線
改
艮

・
橋
り
ょ
う
改
良

・
河
川
し
ゅ
ん
せ
つ

昭
和
4
4
年
度
水
巻
町
予
算
は
3
月
2
8
日
、

昭
和
4
4
年
管
回
定
例
議
会
で
議
決
、
成
立

し
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
聴
額
は
9
億
3
千
8
百
4
5

万
8
千
円
と
な
り
、
前
年
度
当
初
予
算
額

（
前
年
度
比
1
8
一
9
％
）
を
1
億
4
千
9
百

7
3
万
1
千
円
上
回
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
歳
入
面
を
み
て
み
ま
す
と
町
税

が
前
年
度
よ
り
5
6
万
7
千
円
減
に
な
っ
て
い

ま
す
。こ

れ
は
個
人
所
得
の
伸
び
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
日
庚
の
企
業
縮
小
に
よ
る
鉱
産
税
な
ど

の
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
対
し
、
国
か
ら
く
る
金
で
あ
る
地

方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
と
、
町
債
が
主
な

財
源
と
し
て
、
町
の
財
政
を
支
え
て
お
り
、

本
町
の
財
政
の
苦
し
さ
を
よ
く
表
わ
し
て
い

ま
す
。こ

の
苦
し
い
財
政
事
情
の
中
で
、
歳
入
面

で
は
で
き
る
だ
け
一
般
経
常
費
を
お
さ
え
、

町
勢
揖
興
の
た
め
に
投
資
的
経
費
に
重
点
的

に
配
分
さ
れ
、
そ
の
経
費
が
仝
予
算
額
に
占

め
る
割
合
は
約
6
4
・
ｌ
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
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昭和44年度上水ｉ量事業予算

4
4
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り

本
町
の
経
済
構
造
は
石
炭
の
町
か
ら

北
九
州
広
域
都
市
圏
の
中
で
の
勤
労
者

の
住
宅
都
市
へ
と
移
動
期
に
あ
り
ま

す
。

立
ち
直
り
と
新
し
い
「
町
づ
く
り
」
の

た
め
、
重
点
的
に
投
資
を
行
な
い
た
い

と
存
じ
ま
す
。

つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
を
目
標
に
し
て

長
期
的
、
計
画
的
に
新
し
い
「
町
づ
昭
和
4
4
年
度
予
算
を
作
成
し
ま
し
た
。

な
も
の
以
外
は
抑
制
。

㊤
適
格
企
業
の
誘
致
を
積
極
的
に
す
す

め
る
。

《
才
人
》

国
な
ど
へ
の
依
存
度
強
め
る

依
存
財
源
5
1
・
1
％

町
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
町
の
特

Ｌ去　　　　 うナ 当 年 度 予 定 緬 イ備　　　　 二村

受　　 入　　 資　　 金 44 ，50 0

1 事　 業　 収　 益 26 ，4 32

2 前 年 度 未 収 金 80 0 1 ，00 0 ×昔

3 企　　　 業　　 債 4 ，00 0　 －

4 一 般 会 言十負 担 金 10 1

5 這 瑠‰ 会 ズ ‾ト 音
1

6 Ｈ　　　 資　　　 余 734

7 Ｆ一　時　 借　 入　 金 12 ，43 2

支　　 社、　 資　　 金 4 4 ，50 0

1 串　　 業 ‘．　 柴 36 ，0 74 ＊帖什稔欄よ　り減
価仰却、減耗廿を
隙 ＋．

2 前 年 度 未 払 金 5 00

3 新 設 改 良 車 ；鞍穀 1 ，23 0

4 」．プＫ通辞卜一期 ココ経 5 ，28 4

5 企 ．黄 債 イ賞 遭 金 1 ，4 12

く
り
」
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
需
要
①
新
し
い
「
町
づ
く
り
」
の
た
め
、
住
殊
事
情
（
鉱
産
税
の
減
収
）
な
ど
の
理

が
大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。
　
　
　
宅
、
学
校
、
道
路
、
清
掃
、
施
投
な
由
で
前
年
度
と
同
程
度
の
9
千
8
百
7
4

し
か
し
、
こ
こ
数
年
、
地
方
税
収
入
　
ど
の
整
備
。
　
　
　
　
　
　
万
7
千
円
し
か
見
込
ん
で
お
り
ま
せ

は
横
ば
い
の
状
態
で
あ
り
、
本
町
の
財
㊥
消
費
的
経
常
費
、
補
助
金
な
ど
の
抑
ん
。

政
事
情
は
当
分
の
間
非
常
に
多
事
多
難
　
制
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
方
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
前

と
判
断
し
て
お
り
ま
す
が
、
財
政
的
な
㊦
補
正
予
算
は
投
資
的
経
費
な
ど
特
殊
年
度
末
の
2
1
・
4
％
を
見
込
ん
で
い
ま

国
民
健
康

保
険
事
業

独
立
採
算
を
原
則
と
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ

は
行
な
わ
ず
自
主
運
営
を
目
榛
に
し

て
お
り
ま
す
。

対
象
世
帯
の
把
撞
、
給
付
額
が
慢

性
的
に
高
い
世
帯
の
保
健
指
導
な
ど

に
よ
る
保
険
財
政
の
健
全
化
に
努
め

る
と
と
も
に
国
庫
補
助
率
の
引
上
げ

…
な
ど
に
よ
る
、
社
会
保
障
制
度
の
完

岬
仝
実
施
を
関
係
市
町
村
と
と
も
に
国

側
県
に
要
望
し
て
い
ま
す
。
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農
業
共
済

前
年
度
と
ほ
と
ん
ど
変
っ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
基
金
制
度
の
制
度
化
に

よ
り
共
済
事
業
の
健
全
化
に
努
め
た

特
　
別

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

総
予
算
額
は
、
農
作
物
共
済
勘
定

⊥
百
3
9
万
8
千
円
、
家
畜
共
済
1
0
万

7
千
円
、
業
務
勘
定
1
百
3
万
3
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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生
活
資
金

前
年
度
と
変
っ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
現
在
の
利
用
状
況
な
ど
か
ら
考

え
て
、
有
効
な
福
祉
事
業
へ
の
移
行

会
　
計

を
検
討
す
べ
き
時
期
で
は
な
い
か
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

貸
付
金
額
は
1
件
1
万
円
で
毎
月

5
0
万
円
貸
し
出
し
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
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総
予
算
額
は
6
百
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。上

水
道
事
業

本
町
上
水
道
事
業
は
源
水
を
持
た

ず
、
他
町
か
ら
源
水
を
購
入
す
る
と

い
う
特
攻
事
情
の
た
め
、
有
収
率
の

向
上
、
経
費
の
節
減
、
合
完
な
ど

に
努
め
ま
し
て
も
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
れ
が
な
け
れ
ば
、
本
事
業
は
成

り
た
っ
て
い
け
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
間
題
に
つ
き
ま
し

て
も
近
い
将
来
根
本
的
な
解
決
を
図

る
た
め
の
対
策
を
た
て
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

昭和44年度水巻町一般会計
オ　山

款
本　年　度 前　年　度 本年度予算 前年度予算 歓

本　年　度前　年　度 本年度予算 前年度予算

予　＃　額 予　算　額 の万分比 との増減 予　算　額予　算　額 の万分比 との増減

1町　　　　　　 税 98，747 軋314 1，052 △567 1演　　　 会　　　 費 25，198 23．877 268 1，321

2自動車取得税交付金 7，816 2㈱ 83 7，616 2総　　 務　　　 菅 92，095 乳用 981 1，654

3地　 方　 交　 付　税 276，241 2吼905 2，943 75，336 3民　　 生　　 費 49，813 30，糾7 531 19，566

接 遇安全対楯 腋 付会 1，000 2㈱ ｌｌ 8㈹ 4衛　　　 生　　　 費 27，555 16．936 295 10，719

5分担金及び負担金 礼435 15，264 払2 11．171 5労　　 働　　　 費 31．504 26，511 336 り朋

6使用料及び手数料 16，299 12．941 174 3，353 6農　林 水　産　業　費 8，825 9，270 94 △445

7国　 庫　 支　 出　金 3吼801 299，774 3，632 41，027 7商　　　 工　　　 費 り41 4，680 44 △539

8県　 支　 出　 金 7，308 7，458 78 △150 8土　　　 木　　　 費 452．556 343，058 4，822 109，498

9財　　 産　　 収　 入 3，232 676 34 2，556 9消　　　 防　　　 費 18，946 14．81ｇ 202 4，127

1時　　 附　　 金 ｌ 1 0 0 10教　　　 育　　　 費 151，277 169，888 1，612 △18－611

ｌ欄　　　 地　　　 金 1，000 1 11 999 1接　 害　 復　 旧　† 46，989 27，04ｇ 501 19，940

12諸　　　 収　　　 入 28，078 鵬．493 299 △20，415 12公　　　 債　　　 費 21，318 18潮 227 2，968

1叩　　　　　　 債 131，500 103，500 1，401 28，000 13諸　 支　 出　 金 7，141 1 76 7，1仏

14予　　 備　　　 費 1．000 13，600 11 △12，600

才　人　会　計 粗相 788，727 10，000 149，731 オ　出　合　計 938，相 788，727 10，000 1軋731

昭和44年度国民健康保険事業予算
オ　　出　　　　　（単位千円）才　　人

款 ．項 金　 額 款 項 金　 額

柑 民鹿康保険税
23，471

1総　 務　 轢

4，940

1国民健康保険税 23，4ｎ 1総 務管 理 費 4，310

2使用料及し呼鮒
25 2徴　 税　 費 575

1手　 数　 料 25 3運営委月会費 50

3国庫 支 出金

38，816 4趣旨普 及 賓 5

1国庫 負地 金 33，117

2保険給 付費

57．151

2国庫 補助 金 5，699 1療　養　諸　 費 56，795

4県　支　出　金
2 2助　産　諸　 賓 160

1県　補　助　 金 2 3葬　祭　 諸　賛 100

5諸　 収　 入

74 4育　 児　諸　 費 96

1准　 樵　 金 10　＿
3保険 施設 費

1，334

2預　金　利　 子 60 1保 険施設 費 1，334

3雑　　　　 入 4
4公　 債　 費

57

6繰　 越　 金
1，301 1公　 債　 費 ．57

1繰　 越　 金 1，301
5予 ．傭　 費

207

才　　 人　　 合　　 計 63，689 1予　 備　 蟄 207

オ　　 出　　 合　　 計 63，689

▼＿＿－Ｙｌ＿＿＿＿＿一癖陛

（単位千円）昭和44年度予算（歳出）性質別内訳

区　　 分 本 年 度 予 算 構 成 比 ％ 前 年 度 予 算 と

の 増 減
前年 度 に比 べ
て の伸 び率 ％

① 人　　 件　　 費 19 2 ，39 6 20 ．5 22 ，2 20 13 ．1

② 物　　 件　　 費 5 9 ，4 44 6 ．3 6 ，6 03 12 ．5

③ 維 持 補 修 費 18 ，5 24 2 ．0 2 ，5 39 15 ．8

④ 扶　 助　　 費 9 ，8 08 1 ．1 △ 2 ，6 76 △ 2 1 ．4

⑤ 補　 助　 費　 等 4 2 ，5 82 ．4 ．5 18 ，6 09 77 ．6

⑥ 普 通 種 設 事 業 費 5 15 ，2 03 54 ．9 87 ．4 06 20 ．4

⑦ 災 害 復 旧　 が 4 6 ，9 89 5 ．0 19 ，9 40 7 3 ．7

⑧ 失 業 対 策　 〃 30 ，4 06 3 ．2 4 ，9 66 1 9 ．5

⑨ 公　 債　　 費 21 ，4 18 2 ．3 3 ，0 68 16 ．7

⑩ 柏　　 立　 会 5 27 0 ．1 2 3 4 ．6

⑪ 投 資 及 び 出 資 金 21 1 5、 21 6 ．7

1⑲ 貸　　 付　 金 ．0 △　 300 △ 10 0

⑬ 繰 ． 出 ・ 金 1 40 0 ．1 △ 8 2 △ 3 6 ．9

⑩ 予　 備　 賓 1 ，0 00 △ 12 ，6 00 9 2 ．4

9 38 ，4 58

＿－、、1＿一一－▼▼一　＿　＿，－　　　．　－ｌ ｌ　．一　一一＿＿▼－一一－
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昭和44年4月10日

一

〝
交
通
災
害

共
済
制
度
に
加
入
か
″

学
童
の
交
通
災
害
対
策
と
し
て

昭
和
4
4
年
3
月
2
8
日
に
招
集
さ
れ
た

管
定
例
会
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
質

問
応
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

質
問
　
国
民
健
康
保
険
事
業
の
う
ち

①
医
療
給
付
の
改
正
の
有
無
と
、
㊥

各
種
健
康
保
険
と
の
プ
ー
ル
制
に
つ

い
て
と
う
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

筈
①
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
民

健
康
保
険
事
業
は
、
国
庫
負
担
金
と

保
険
税
の
収
入
に
よ
っ
て
事
業
の
健

全
な
財
政
運
営
が
な
さ
れ
る
所
で
あ

り
ま
す
。

一
部
負
担
金
（
本
人
が
医
師
に
直

接
支
払
う
金
）
の
割
合
を
少
な
く
す

る
こ
と
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の

財
政
の
健
全
性
を
そ
こ
な
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

国
庫
負
担
割
合
を
増
額
す
る
か
、

保
険
税
の
増
額
な
ど
が
で
き
れ
ば
、

当
然
改
正
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
現
時
点
で
は
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
水
巻

町
の
被
保
険
者
は
1
千
9
百
5
0
世
帯

の
国
保
加
入
者
の
う
ち
半
数
以
上
が

軽
減
望
冊
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
町
民

税
で
所
得
割
の
か
か
ら
な
い
世
帯
、

低
所
得
者
だ
か
ら
で
す
。

㊥
医
療
保
険
制
度
の
改
革
に
つ
い

て
は
、
具
体
的
に
は
ま
だ
決
定
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
明
ら
か
に
な
っ

た
時
点
で
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

質
問
　
交
通
事
故
の
多
い
今
日
、
交

通
災
害
保
険
制
度
に
つ
い
て
町
は
ど

ん
な
考
え
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す

ヽ

“

0

カ
筈
町
単
独
施
行
、
据
害
保
険
、
労
災

委
託
な
ど
を
検
討
し
ま
し
た
が
、
最

終
的
に
は
、
北
九
州
市
民
共
済
生
活

協
同
組
合
が
行
な
っ
て
い
る
交
通
災

害
共
済
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
に
決

定
し
、
そ
の
む
ね
口
答
で
申
し
込
み

を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
百
円
の
出
資
金
と
、

1
年
間
3
百
6
0
円
の
掛
金
で
交
通
事

故
に
あ
っ
た
際
、
東
商
5
0
万
円
の
共

済
見
舞
金
の
給
付
を
受
け
る
も
の
で

任
意
加
入
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

中
間
市
は
す
で
に
加
入
申
し
入
れ

を
行
な
っ
て
お
り
、
本
町
も
5
月
初

旬
の
同
組
合
の
総
代
会
ま
で
に
は
正

式
に
文
書
で
加
入
申
し
込
み
を
行
な

い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問
　
学
童
に
対
す
る
交
通
災
害
間

ｌ
題
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
お
ら
れ
ま

す
か
。

答
学
塵
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
通

学
道
路
の
放
射
や
、
各
学
校
ご
と
に

交
通
教
育
室
を
開
設
し
、
さ
ら
に
、

毎
月
定
期
的
に
学
級
単
位
で
交
通
指

導
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
ん
ど
も
万
全
を
き
す
る
た
め
、

交
通
指
導
、
通
学
道
路
の
整
備
な
ど

に
努
力
し
た
い
と
患
い
ま
す
。

学
童
に
対
す
る
交
通
災
害
に
つ
い

て
は
、
制
度
を
本
町
に
も
う
け
ず
、

北
九
州
市
が
計
画
し
た
生
活
協
同
組

合
に
加
入
し
て
も
ら
い
、
災
害
の
救

済
を
し
て
も
ら
う
よ
う
住
民
に
Ｐ
Ｒ

す
る
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

交
通
遺
児
手
当
に
つ
い
て
は
現
在

の
と
こ
ろ
、
財
政
上
か
ら
み
て
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
。

質
問
一
部
事
務
組
合
の
現
在
の
活

動
状
況
と
、
こ
ん
ど
ど
の
よ
う
な
一

郎
事
務
組
合
を
つ
く
る
考
え
で
す

1　0
カ

等
現
在
三
つ
の
一
部
事
務
組
合
が
活

動
中
で
あ
り
ま
す
。

し
尿
処
理
組
合
に
つ
い
て
は
、
収

集
業
者
の
不
法
投
棄
が
無
く
な
り
、

衛
生
的
で
、
ま
た
終
末
処
理
も
順
調

に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

伝
染
病
院
に
つ
い
て
は
、
昨
年
よ

り
発
足
し
て
お
り
ま
す
が
、
完
備
し

た
施
設
、
ま
た
医
者
の
手
元
で
療
養

し
て
お
り
ま
す
の
で
全
く
安
心
で
あ

り
、
そ
の
勅
晃
は
大
で
あ
り
ま
す
。

．
老
人
福
祉
施
設
と
し
て
遠
賀
町
に

静
光
園
が
あ
り
ま
す
。

本
町
か
ら
も
1
6
人
入
国
し
て
お
り

大
変
尊
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
入
園
者
が
多
く
な
り
ま
し

た
の
で
、
本
圃
の
拡
張
に
つ
い
て

は
、
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

今
度
で
き
る
一
部
事
務
組
合
と
し

て
は
、
ゴ
ミ
処
理
場
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
ゴ
ミ
処
理
の
た
め
芦
屋
町
の

大
君
地
区
に
場
所
を
定
め
、
昭
和
4
4

年
度
に
お
い
て
建
設
を
完
了
し
郡
内

の
処
理
を
致
す
考
え
で
あ
り
ま
す
。

以
上
が
一
部
事
務
組
合
の
全
部
で

あ
り
ま
す
が
、
広
域
行
政
の
一
端
と

し
て
積
極
的
に
実
施
致
す
考
え
で
あ

り
ま
す
。

質
問
　
野
犬
間
噛
、
本
町
で
は
愛
玩

動
物
の
飼
育
規
制
な
ど
考
え
て
お
ら

れ
ま
す
か
。

筈
飼
い
犬
条
例
に
つ
い
て
は
、
県
内

9
市
町
村
が
制
定
し
て
お
り
ま
す

が
、
本
町
と
し
て
ほ
そ
の
制
度
に
つ

い
て
目
下
検
討
中
で
あ
り
ま
す
。

野
犬
撲
滅
対
策
と
し
ま
し
て
は
、

①
野
犬
捕
獲
の
実
施

③
ク
集
中
捕
獲
の
実
施

⑨
ク
薬
殺
の
実
施

④
不
用
犬
の
引
き
取
り

な
ど
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

住
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
と
し
ま
し
て
は
、

犬
の
正
し
い
飼
い
方
な
ど
に
つ
い
て

と
い
う
髄
で
隣
組
回
覧
板
を
年
4
～

5
回
出
し
て
指
導
し
て
お
り
ま
す
。

き
み
が
　
上
な
ら
、
ぼ
く
は
　
下
か
ら

ワ
ア
ー
ス
ベ
リ
台
だ
あ
ー
／

ぼ
く
が
一
番
だ
、
わ
た
し
が
先
よ
と
先

陣
争
い
。

だ
け
ど
こ
の
子
み
か
け
な
い
顔
だ
な

あ
。ど

こ
の
子
だ
ろ
う
。

ま
あ
い
い
や
。

す
べ
れ
ば
い
い
ん
だ
か
ら
。

き
み
が
上
な
ら
、
ぼ
く
は
下
か
ら

「
ぶ
つ
か
る
よ
、
ぶ
つ
か
る
よ
、
ほ
ら

ぶ
つ
か
っ
た
よ
。
イ
タ
イ
ナ
1
」
。

「
お
も
し
ろ
い
な
あ
、
ま
た
す
べ
ろ

う
」
。な

か
に
は
、
一
度
も
す
べ
れ
な
く
て

泣
き
べ
そ
を
か
い
て
い
る
子
。

第
3
保
育
所
の
入
園
式
が
4
月
4
日

に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

古
賀
、
梅
ノ
木
方
面
に
は
い
ま
ま
で

保
育
所
が
な
く
、
働
く
両
親
旭
こ
ど
も

を
預
け
る
所
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

い
ま
か
ら
は
安
心
し
て
仕
革
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

川…‖日日…ママ上手に写してね…‖…‖…

4百93人　　　　　　　　　　交通安全の願いをこめての黄

今年町内で誕生した新1年生　色いポウシ、新しいランドセル

の数です。　　　　　　　　　　を背負った子が、お母さん達と

桜の花もチラホラと咲きはじ　記念写真をとる風影があちらこ

めた4月5日、町内4小学校の、ちらに見うけられました。

入学式が行事齢払概一脚‾叫、もｈ－′ふ軸く喝至小学校での撫影風景〕

4
月
は
自
動
車

税
の
納
期
で
す

′
　
若
桧
財
務
事
務
所

自
動
車
税
の
納
税
通
知
事
が
き
ま

し
た
ら
、
近
く
の
郵
便
局
か
、
福
岡

銀
行
な
ど
で
4
月
3
0
日
ま
で
に
必
ず

納
め
て
下
さ
い
。

自
動
車
の
恕
続
検
査
を
受
け
ら
れ

る
と
き
は
、
車
体
検
査
証
と
「
白
働

車
税
納
税
済
確
認
紅
」
を
埠
不
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
若
松
財
務
事
務
所
⑳

4
0
2
3
か
、
遠
賀
支
所
⑳
0
5
9

7
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

「
青
年
の
船
」

団
員
募
集

日
本
の
青
年
に
広
ぐ
海
外
の
実
情

を
視
察
研
究
し
て
も
ら
い
、
国
際
的

視
野
を
広
め
、
日
本
の
姿
を
正
し
く

理
解
す
る
と
と
も
に
、
国
際
親
善
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。詳

し
く
は
役
場
原
生
課
に
問
い
合

わ
せ
て
下
さ
い
。
（
⑳
0
6
3
1
）

6
月
3
0
日
で
時
効

戦
傷
病
者
の
妻

戦
没
者
遺
族

へ
の
特
別
給
付
金

戦
傷
病
者
の
寮
に
1
0
万
円
の
特
別

給
付
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
が
緒

求
は
お
済
み
に
な
っ
た
で
し
ょ
う

ヽ
ｌ
 
ｎ

カ
昭
和
4
4
年
6
月
3
0
日
ま
で
に
請
求

を
さ
れ
ま
せ
ん
と
、
受
給
で
き
な
く

な
る
方
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
戦
没

者
の
遺
族
の
み
な
さ
ん
に
、
3
万
円

の
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま

す
。昭

和
4
4
年
6
月
3
0
日
ま
で
に
請
求

を
さ
れ
ま
せ
ん
と
受
給
で
巷
な
く
な

り
ま
す
。

群
し
く
は
役
場
住
民
課
又
は
、
県

庁
援
護
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。樋

口
に
ス
マ
ー

ト
な
派
出
所
が

4
月
7
日
、
樋
口
に
鉄
筋
建
て
の

ス
マ
ー
ト
な
派
出
所
が
お
目
み
え
し

ま
し
た
。

こ
の
地
区
に
は
、
古
賀
、
梅
ノ
木

の
二
つ
の
駐
在
所
が
あ
り
ま
し
た

が
、
新
派
出
所
は
両
駐
在
所
を
統
合

し
た
も
の
で
す
。

こ
の
派
出
所
に
は
3
人
の
巡
査
が

交
替
で
、
昼
夜
を
問
わ
ず
勤
務
し
ま

す
。
　
（
樋
口
派
出
所
〕

㌔
＼
鮮
舗
つ
き
分
譲
住
宅

購
入
者
募
集

、

、
∴
葺
曇
等
望
∴
∵
圭
ユ
∵

2
百
4
万
3
千
円
～
1
百
的
万
甲
「

県
住
宅
供
給
公
社
で
は
つ
ぎ
の
と
お

り
、
み
ず
ほ
団
地
内
に
あ
る
店
舗
付
一

般
分
洩
住
宅
の
購
入
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

①
建
設
地
　
遠
賀
郡
水
巻
町
大
字
伊
佐

座

（勤
団
地
環
境

．
′

団
地
戸
数
3
百
戸
（
予

定
）
、
隣
接
地
に
町
営
住

宅
、
商
店
街
、
な
ど
も
あ

り
、
北
九
州
の
ベ
ッ
ト
タ

／
万
ン
と
し
て
将
来
性
の
あ

．
．

ク
新
学
期
″
お
と
な
が
見
守
り
非
行
な
し

例
年
、
学
年
始
め
に
は
、
春
休
み
の

惰
性
や
、
生
徒
、
児
童
の
転
入
学
あ
る

い
は
就
職
、
進
学
な
ど
環
境
の
変
化
か

ら
、
こ
ど
も
の
非
行
が
多
く
な
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
保
護
者
は
、
こ
ど
も
の
指
導

監
督
を
強
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

地
域
の
人
び
と
全
部
が
手
を
と
り
あ
っ

て
少
年
の
非
行
防
止
に
あ
た
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

家
庭
、
保
接
着
の
方
に
お
願
い

学
年
始
め
は
環
境
の
変
化
か
ら
気
分

が
落
ち
つ
か
ず
、
と
も
す
れ
ば
非
行
に

走
り
が
ち
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
の
よ
う
な
変
わ
っ
た
様

子
が
み
え
た
と
き
は
、
早
め
に
必
要
な

助
言
と
指
導
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
こ
ど
も
の
顔
か
ら
笑
い
が
消
え
、
口

数
が
少
な
く
な
る
な
ど
様
子
が
お
か

し
い
と
き
。

○
帰
宅
時
間
が
お
そ
く
な
っ
た
り
、
ず

る
休
み
を
し
た
り
、
成
績
が
下
が
っ

て
き
た
と
き
。

○
変
な
こ
ど
も
た
ち
が
た
ず
ね
て
き
た

り
、
持
物
が
変
わ
っ
た
り
、
金
使
い

が
荒
く
な
っ
た
と
き
。

…
≡
．
．
…
ｌ
…
…
．
．
封
ぎ
薫
月
弓
．
．

域
の
環
境
が
悪
け
れ
ば
、
そ
れ
琵
坤

行
に
走
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

他
人
の
子
も
自
分
の
子
と
同
様
に
、
地

域
ぐ
る
み
で
指
導
し
な
け
れ
ば
、
よ
い

る
団
地
で
す
。

⑧
水
道
　
町
営
水
道
有

①
入
居
予
定
　
昭
和
4
4
年
4
月
下
旬

⑧
店
舗
営
業
業
種
　
別
途
入
居
者
と
協

議

⑨
敷
地
面
穣
　
1
百
2
4
・
3
2
が

延
面
鏡
　
7
7
・
5
2
が
（
店
舗
面
穣

2

6

・

6

1

が

）

⑦
譲
渡
予
定
価
格
3
百
4
4
万
3
千
円

～
3
日
3
3
万
円

⑨
公
庫
融
資
金
（
見
込
額
）
1
百
2
0
万

③
頭
金

′

ノ

・

1

′

’

．
　
－

・
公
社
分
割
金
　
2
0
万
円
借
り
な
い
場

合

2
百
2
4
万
3
千
円
～
2
百
1
3
万
円

⑳
公
庫
借
入
金
の
償
還
方
法

元
利
均
等
償
還
　
年
利
率
5
分
5
度

公
庫
借
入
金
見
込
額
　
1
百
2
0
万
円

毎
月
償
還
金
　
7
千
3
百
7
0
円

償
還
期
日
　
2
5
年
以
内

⑪
公
社
分
割
金
の
納
入
方
法
、
納
入
期

限公
社
分
割
金
　
2
0
万
円

毎
月
の
分
割
払
金

初
　
回
　
4
千
5
百
9
2
円

最
終
回
　
3
千
6
百
6
7
円

納
入
期
限
　
5
年
以
内

○
非
行
の
き
ざ
し
が
あ
る
と
き
は
、
家
地
域
は
で
き
ま
せ
ん
。

底
だ
け
で
処
理
せ
ず
、
学
校
や
警
察

の
少
年
係
に
相
醸
し
て
、
早
く
非
行

の
芽
を
つ
み
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

地
域
の
人
た
ち
に
お
願
い

少
年
非
行
の
9
割
が
家
庭
や
学
校
以

外
の
と
こ
ろ
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
自

分
の
子
だ
け
に
目
を
向
け
て
い
て
も
地

○
地
域
か
ら
少
年
に
よ
く
な
い
本
や
、

ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
追
放
し
、
少
縛
の

ま
わ
り
を
明
る
く
健
全
も
の
に
し
ま

し
ょ
う
。

○
少
年
の
怠
学
や
喫
煙
、
夜
遊
び
な
ど

の
不
良
行
為
を
み
た
ら
、
人
の
子
で

も
勇
気
を
も
っ
て
注
意
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

つ
つ
し
ん
で
お
く
や
み

も
う
し
あ
げ
ま
す
1
「

つ
ぎ
の
方
か
ら
香
典
返
し
に
か
え

多
鶴
の
金
品
を
社
会
福
祉
協
鱗
会
に

ど
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
故
人
の
ど
め
い
補
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

故
原
田
ア
サ
ヱ
様
（
猪
熊
）
原
田

弘
達
様
、
故
．
坊
野
サ
ク
ラ
様
（
鯉

口
）
胸
元
米
蔵
粒
、
故
熊
野
ウ
メ
様

（
吉
田
ノ
二
）
熊
野
為
一
様
、
故
石

橋
ミ
ツ
ヱ
棟
（
吉
田
ノ
三
）
岡
部
義

意
樺
、
故
中
谷
文
夫
棟
（
机
社
宅
）

中
谷
あ
や
め
棟
、
故
岸
本
芳
一
様

（
猪
熊
）
岸
本
孝
行
様

確騒㌫完題遠道恕遺品題遥越臨録画戯曲遮録品惑麗砧泌越誠滋追録


